
おおずニュースおおずニュース

国
登
録
有
形
文
化
財

旧
加
藤
家
住
宅
主し

ゅ

屋お
く

を
城
下
町
ホ
テ
ル
に
改
修

　

４
月
３
日
㈯
、
市
所
有
の
「
旧
加
藤

家
住
宅
主
屋
」
の
落
成
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
損

な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
安
全
性
を
高

め
る
こ
と
で
、
１
階
部
分
は
、
市
民
や

観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
公
開
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
階
部
分
を
宿
泊
専
用
施
設

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
改
修
し
、
大

洲
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
『
ニ

ッ
ポ
ニ
ア 

ホ
テ
ル 

大
洲 

城
下
町
』
の

特
別
な
一
室
と
し
て
運
用
し
ま
す
。

【
建
物
の
特
徴
】

　
「
旧
加
藤
家
住
宅
主
屋
」
は
、
大
洲

藩
最
後
の
13
代
藩
主
、
加
藤
泰や
す

秋あ
き

公
の

二
男
、
加
藤
泰や
す

通み
ち

氏
に
よ
り
大
正
14
年

に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
階
の
三
方
が
縁
側
で
雨
戸
部
分
を

ガ
ラ
ス
障
子
と
し
た
開
放
的
な
造
り

で
、
旧
大
名
家
ら
し
い
格
式
の
高
さ
と

西
洋
風
の
モ
ダ
ン
な
造
り
を
併
せ
も
つ

近
代
和
風
建
築
の
一
つ
で
す
。

【
連
携
協
定
】

　

近
年
、
明
治
・
大
正
期
の
面
影
が
色

濃
く
残
る
町
家
や
古
民
家
が
老
朽
化
し

て
空
き
家
と
な
っ
た
り
、
取
り
壊
さ
れ

て
更
地
化
が
進
む
こ
と
で
、
城
下
町
と

し
て
の
風
情
あ
る
景
観
が
急
速
に
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
平
成
30
年
４
月
、
民
間
企
業
３

社
と
大
洲
市
で
「
町
家
・
古
民
家
等
の

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
古
民
家
な
ど
の
歴
史
的

資
源
を
宿
泊
や
飲
食
が
で
き
る
施
設
へ

の
修
復
と
活
用
、
町
並
み
の
保
全
な
ど

の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
洲
の
新
た
な
顔
に
し
た
い

　

全
国
的
に
も
文
化
財
に
泊
ま
れ
る
場

所
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
、
日
本
の

新
た
な
成
功
事
例
と
な
っ
て
大
洲
か
ら

町
を
残
し
て
い
く
一
つ
の
形
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

歴
史
上
本
物
の
お
殿
様
が
住
ま
わ
れ

て
い
た
場
所
を
貸
切
る
こ
と
が
で
き
る

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
で
大
洲
の
歴
史
や
文

化
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

旧加藤家住宅落成式

NIPPONIA　HOTEL　大洲�城下町　MITI棟

バリューマネジメント㈱
代表取締役

他
た

力
りき

野
の

 淳
じゅん
さん

【
一
般
公
開
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
12
月
29
日
〜
12
月
31
日
は
休
日
）

【
宿
泊
施
設
】

午
後
３
時
〜
宿
泊
最
終
日
の
正
午

（
年
中
無
休
）

▽
料
金
な
ど

　
１
泊
２
食
付
き
２
名
１
室

　
１
名
当
た
り
４
万
１
千
１
４
０
円
〜

（
最
大
６
名
ま
で
宿
泊
可
能
）　

【
運
営
主
体
（
指
定
管
理
者
）】

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
大
洲
城
下
町

【
所
在
地
】

大
洲
市
大
洲
８
４
８
番
地
１

（
お
殿
様
公
園
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
㉔
１
７
１
７

宿
泊
施
設
の
総
合
窓
口

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

☎
０
１
２
０
（
２
１
０
）
２
８
９　
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おおずニュースおおずニュース

夏
の
風
物
詩　

う
か
い
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト

　

今
年
も
６
月
１
日
㈫
か
ら
肱
川
を
舞

台
に
「
大
洲
の
う
か
い
」
が
始
ま
り
ま

す
。
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
屋
形
船
「
臥
龍

１
號ご
う

」
で
楽
し
む
特
別
な
う
か
い
や
、

日
中
の
涼
し
い
川
風
を
感
じ
て
川
下
り

が
楽
し
め
る
「
ひ
じ
か
わ
遊
覧
」
な

ど
、
各
種
乗
船
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま

し
た
。

　

肱
川
で
し
か
味
わ
え
な
い
夏
の
風
物

詩
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
期　

間
】

６
月
１
日
㈫
〜
９
月
20
日
㈪

【
乗
船
料
金
】
左
表
の
と
お
り

【
乗
船
場
所
】

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
ほ
か

※�

期
間
や
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
観
光
総
合
案
内
所

☎
�
６
６
５
５

大人

乗船料 4,000円×人数 3,000円×人数

小人乗合船

※ひじかわ遊覧は、日中の開催となります。食事をオプションで
　付けることができます。持ち込み可能ですが、ごみは各自で
　必ず持ち帰ってください。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、乗船人数制限を行い、

　料金について見直しています。（価格は、すべて税込み）

※乗合船は食事などが付きません。持ち込み可能ですが、ごみは
　各自で必ず持ち帰ってください。

※臥龍１号および貸切船は、食事をオプションで付けることができ
　ます。持ち込み可能ですが、ごみは各自で必ず持ち帰ってください。

料 金 表 うかい大洲の

※ 幼児3歳以下は無料

船貸切料

観覧料

〈給仕人〉

オプション
〈船上食〉

700円／人

20,000円

定員６名臥龍１號

10,000円

翁：8,000円×人数　雅：5,000円×人数

小型船（定員６名）

※ 幼児3歳以下は無料

船貸切料

観覧料

オプション
〈船上食〉

12,000円

700円／人

雅：5,000円×人数　華：4,000円×人数

茜：3,000円×人数

いもたき：1,100円×人数

20,000円

大型船（定員10名）貸切船

雅：5,000円×人数　華：4,000円×人数

茜：3,000円×人数　藤：2,000円×人数

桜（小人用）：500円×人数

小型船（定員６名）

オプション
〈船上食〉

12,000円 20,000円
船貸切料

大型船（定員10名）ひじかわ遊覧

２時間コース

稚
ア
ユ
の
放
流

　

４
月
26
日
㈪
、
豊
漁
を
願
っ
て
肱
川

漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
稚
ア
ユ
の
放
流

が
如
法
寺
河
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、約
１
万
７
千
匹
（
１
０
０
㌕
）

の
稚
ア
ユ
を
肱
川
へ
放
流
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
稚
ア
ユ
約
33
万
５

千
匹
（
２
０
１
０
㌕
）
の
ほ
か
に
ウ
ナ

ギ
や
ア
マ
ゴ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
を
放
流
し

て
い
ま
す
。放
流
さ
れ
た
７
〜
８
㌢（
約

６
㌘
）
の
稚
ア
ユ
は
、
６
月
頃
ま
で
に

20
㌢
前
後
に
成
長
す
る
そ
う
で
す
。

「大きく育って、うかいや秋
の瀬張り漁などでみんなを
楽しませてほしい」と語る
組合長の橋本福

ふく

矩
のり

さん
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

復
興
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ　

聖
火
リ
レ
ー

1 山本　仁
ひと

美
み

さん（61歳） 大洲市

2 八代　翔
しょう

太
た

さん（15歳） 松山市

3 本田　哲
てつ

也
や

さん（28歳） 松山市

4 矢野　知
とも

也
や

さん（46歳） 西条市

5 和氣　聖
しょう

英
えい

さん（19歳） 大洲市

6 �松盛　　敦
あつし

さん（44歳）� 大洲市

7 岩﨑　　司
つかさ

さん（33歳） 松山市

8 浅野　　徹
とおる

さん（47歳） 神戸市

9 原井川敏
とし

史
ふみ

さん（59歳） 東温市

10 田中あゆみさん（48歳） 松山市

11 フォンデアレッケ・ハンスディートリッヒさん（67歳）大洲市

おおずニュースおおずニュース

聖火ランナーのみなさん

　

３
月
25
日
㈭
、
福
島
県
を

ス
タ
ー
ト
し
た
聖
火
リ
レ
ー

が
４
月
22
日
㈭
に
大
洲
市
内

を
巡
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
南
通
り
交
差
点

を
出
発
し
た
聖
火
は
、
常
磐

町
、
殿
町
、
肱
川
橋
、
柚
木

を
通
っ
て
如
法
寺
河
原
ま
で

11
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
希
望
の

灯
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

聖
火
リ
レ
ー
を
見
に
来
て

い
た
二
宮
さ
ん
親
子
は
、

「
天
気
も
良
く
、

観
覧
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

8広報おおず 2021年６月号



　

西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
、
今
で
も
雨

の
音
を
聞
く
と
怖
い
。
物
の
復
興
は
進

ん
で
も
気
持
ち
の
面
で
は
ま
だ
ま
だ
。

　

約
25
年
間
の
手
話
の
学
習
や
通
訳
活

動
を
通
し
て
、
多
く
の
友
人
が
で
き
、

被
災
時
に
は
、
心
配
の
声
や
支
援
を
い

た
だ
い
た
。
募
金
箱
へ
の
寄
附
な
ど
が

な
け
れ
ば
、
復
興
は
も
っ
と
遅
か
っ
た

と
思
う
。
募
金
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
人
に
走
る
姿
を

お
見
せ
す
る
こ
と
で
お
礼
を
伝
え
た

い
。
今
後
は
、
幅
広
い
こ
と
に
目
を
向

け
、
み
ん
な
が
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

応
募
の
理
由
は
、
純
粋
に
ア
ス
リ
ー

ト
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
い
こ
と
、

も
う
１
つ
は
、
住
ん
で
い
る
菅
田
町
が

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
。
当
日
、
自
宅
に
居
た
私
は
、

浸
水
し
て
く
る
様
子
を
目
の
当
り
に
し
、

自
然
の
力
に
は
何
も
抵
抗
で
き
な
い
こ

と
を
痛
感
し
た
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
生
活
が
で
き
ず
大
変
だ
っ
た
が
、

家
族
や
近
所
の
人
と
協
力
し
て
徐
々
に

元
の
生
活
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

被
災
し
た
人
の
気
持
ち
や
祈
り
を
聖

火
に
灯
し
て
走
る
こ
と
で
勇
気
づ
け
た

い
。

　

高
校
の
カ
ヌ
ー
部
顧
問
と
し
て
、
川

と
の
関
わ
り
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

　

多
く
の
人
に
カ
ヌ
ー
に
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
、
カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
伝
え
た

い
、
カ
ヌ
ー
を
通
じ
て
大
洲
市
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　

生
徒
た
ち
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
笑
顔

で
走
る
姿
を
見
て
欲
し
い
。
元
通
り
に

な
ら
な
く
て
も
復
興
と
い
う
新
し
い
形

が
で
き
る
こ
と
を
信
じ
、
若
い
生
徒
た

ち
が
大
洲
市
を
新
し
い
町
に
し
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
思
う
。
応
募
し
な
け
れ

ば
今
日
の
感
動
は
な
か
っ
た
。
前
に
向

か
っ
て
進
む
こ
と
が
大
切
。

　

外
国
人
の
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

大
洲
へ
の
恩
返
し
と
復
興
の
た
め
に
走

り
た
い
。
勤
め
先
の
学
校
や
親
戚
、
友

人
た
ち
が
浸
水
被
害
に
遭
い
、
今
も
ま

だ
困
難
の
中
に
あ
る
。
彼
ら
の
た
め
に

も
祈
り
を
込
め
て
走
り
た
い
。そ
し
て
、

も
っ
と
大
洲
市
を
外
国
人
に
知
っ
て
も

ら
い
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
ラ
ン
ナ
ー

に
な
る
こ
と
で
、
大
洲
市
が
外
国
人
に

開
か
れ
た
ウ
エ
ル
カ
ム
な
町
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　

が
ん
ば
れ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
あ
り
が

と
う
大
洲
、
あ
り
が
と
う
愛
媛
、
あ
り

が
と
う
日
本
。

おおずニュースおおずニュース

山本　仁
ひと

美
み

�さん

和氣　聖
しょう

英
えい

�さん

フォンデアレッケ
ハンス ディートリッヒ�

さん

松盛　　敦
あつし

�さん

【聖火ランナーへの思い、感想】
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おおずニュースおおずニュース

兵
　
頭
　
　
　
満
み
つ
る 

さ
ん

（
長
　
浜
）

元
長
浜
町
立
長
浜
小
学
校
長

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家

　
研
修
指
導
員

　
重
　
松
　
　
　
節
み
さ
お 

さ
ん

　

兵
頭
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校

に
お
け
る
教
育
業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
た

ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
松
さ
ん
は
、
カ
ヌ
ー
の
研
修
指
導
員

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全

育
成
に
多
大
な
教
育
効
果
を
あ
げ
ら
れ

た
ご
功
績
に
よ
り
、
今
年
２
月
に
社
会

教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
交
流
の
家
で
表
彰
を
受
け
た

重
松
さ
ん
は
、「
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
励
み
に
し
て
、
青
少
年
教

育
に
よ
り
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

令
和
２
年
度　

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　

地
域
活
性
化
起
業
人
と
は
、
三
大
都

市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業
な
ど
の
社

員
を
地
方
自
治
体
が
受
け
入
れ
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
て
地
域
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
と
企
業

が
協
力
し
て
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創

出
な
ど
を
目
指
す
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
今
年
４
月

か
ら
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
真ま

子こ

勇い
さ
む

さ
ん

と
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

の
𠮷
田
覚さ
と
る

さ
ん
の
２
名
を
大
洲
市
地
域

活
性
化
起
業
人
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
任

期
は
１
年
間
で
す
。

地
域
活
性
化
起
業
人
が
就
任
し
ま
し
た

　

真
子
さ
ん
に
は
、「
え
ひ
め
南
予
き

ず
な
博
」
の
推
進
を
主
と
し
て
既
存
旅

行
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
新
規

商
品
の
造
成
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
誘
致
事
業
な
ど
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

𠮷
田
さ
ん
に
は
、
観
光
庁
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
（
日
本
政
府
観
光
局
）
な
ど
と
連
携

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
再
度
来
訪

（
リ
ピ
ー
ト
）
客
の
獲
得
な
ど
、
観
光

地
経
営
の
推
進
と
観
光
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

　
真ま

子こ

　
勇い
さ
むさ

ん
（
52
歳
）

【
所
属
企
業
】

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

海
外
仕
入
商
品
事
業
部

ハ
ワ
イ
部
九
州
ハ
ワ
イ
課
担
当
課
長

な
ど
を
歴
任

（
福
岡
県
出
身
）

𠮷
田
　
覚さ
と
るさ

ん
（
27
歳
）

【
所
属
企
業
】

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

店
舗
統
括
部　

佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
支
配
人
な
ど
を
歴
任

（
大
阪
府
出
身
）
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３
月
４
日
㈭
、
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ

コ
ン
ク
ー
ル
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
、
大
洲
市
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

が
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
最
優
秀
賞
に

続
き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
林
野
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ

の
消
費
拡
大
な
ど
の
地
域
に
根
差
し
た

活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
上か
み

野の

マ
リ
ヱ
さ
ん
は
「
里
山

で
暮
ら
す
知
恵
と
工
夫
を
後
世
へ
伝
え

る
た
め
に
、
地
域
で
暮
ら
す
人
や
林
業

従
事
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
今
後

も
研
さ
ん
に
努
め
、
活
動
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
が
、
市

で
初
め
て
消
防
庁
の
消
防
団
協
力
事
業

所
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
消
防
庁
長
官
が
消
防
団
活

動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
市
町
村

の
消
防
団
協
力
事
業
所
な
ど
の
う
ち
、

特
に
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
事
業

所
に
対
し
て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

３
月
26
日
㈮
に
二
宮
市
長
か
ら
菊
地

組
合
長
に
表
示
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
㈫
、
市
立
図
書
館
で
「
エ

ー
ル
文
庫
」
目
録
並
び
に
感
謝
状
贈
呈

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
エ
ー
ル
文
庫
」
は
、
市
内
の

仙
味
エ
キ
ス
株
式
会
社
か
ら
市
の
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
読
書
活
動
推
進
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
２
百
万
円
相
当

の
児
童
図
書
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
贈
呈
式
で
は
、
代
表

取
締
役
社
長
の
筬お
さ

島じ
ま

克か
つ

裕ひ
ろ

さ
ん
か
ら
目

録
を
受
け
取
り
、
二
宮
市
長
が
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

エ
ー
ル
文
庫
は
、
市
立
図
書
館
２
階

の
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

【
エ
ー
ル
文
庫
の
由
来
】

　
「
子
供
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
る
」
と

「
本
を
読
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
得

る
（
エ
ー
ル
）」
と
い
う
２
つ
の
意
味

を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
寄
贈
図
書
な
ど
】

▽
児
童
図
書　
　
　
　

494
冊

▽
紙
芝
居　
　
　
　
　

25
点

▽
大
型
資
料　
　
　
　

51
点

▽
お
は
な
し
会
用
品　

40
点

▽
舞
台
類　
　
　
　
　

３
点

▽
書
架　
　
　
　
　
　

５
台

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
立
図
書
館

☎
�
４
１
１
１

全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル　

林
野
庁
長
官
賞

消
防
庁
の
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

市
立
図
書
館
に「
エ
ー
ル
文
庫
」を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

会長の上
かみ

野
の

マリヱさん（左）と副会長の出
で

水
みず

邦
くに

子
こ

さん（右）

仙味エキス㈱代表取締役社長の筬
おさ

島
じま

克
かつ

裕
ひろ

さん（右）

JA愛媛たいき代表理事組合長の菊地秀
ひで

明
あき

さん（右）
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おおずニュースおおずニュース
　

災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
今
年
の
梅
雨
期
か
ら
避
難
情
報

が
新
し
い
運
用
に
な
り
ま
す
。
避
難
情

報
に
関
す
る
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
警
戒
レ
ベ
ル
３

　

 「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

が
「
高
齢
者
等
避
難
」
に
変
更

▽
警
戒
レ
ベ
ル
４

　

 「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
、「
避
難

指
示
」
に
一
本
化

▽
警
戒
レ
ベ
ル
５

　

 「
災
害
発
生
情
報
」
が
「
緊
急
安
全

確
保
」
に
変
更

【
避
難
判
断
基
準
の
見
直
し
】

　

法
律
の
改
正
を
受
け
て
、

市
で
は
、
避
難
判
断
基
準
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

気
象
情
報
や
避
難
情
報
を

確
認
し
、
早
め
の
避
難
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽ 

従
来
の
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
の
基

準
を
「
高
齢
者
等
避
難
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

▽ 

従
来
の
「
避
難
勧
告
」
の

基
準
を
「
避
難
指
示
」
に

変
更
し
ま
し
た
。

▽ 

新
谷
地
区
の
発
令
基
準
を

新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
防
災
係

☎
㉔
１
７
４
２

避
難
情
報
が
変
わ
り
ま
す種　別 内　容

緊急安全
確保

既に災害が発生していてもおか
しくない極めて危険な状況とな
っており、すぐに避難場所など
へ避難するか、状況によっては
命を守る最善の行動をとる

避難指示 危険な場所から全員避難する

高齢者等
避難

危険な場所から高齢者等は避難
し、高齢者等以外の人も必要に
応じ行動を見合わせたり、自主
的に避難する

警戒レベル 住民がとるべき行動 避難情報

警　戒
レベル

災害発生
または切迫

５

警　戒
レベル４

警　戒
レベル３

警　戒
レベル２

警　戒
レベル１

命を守るための
最善の行動をとる 緊急安全確保

これまでの
避難情報等

災害発生情報
（発生を確認した

ときに発令）

全員避難

高齢者、障がい者、
乳幼児などとその

避難指示

高齢者等避難

警戒レベル４までに必ず避難！
避難指示（緊急）
避難勧告

避難準備・

支援者は避難、
他の住民は準備

  災害に備え、
ハザードマップ

などにより、自らの
避難行動を確認

洪水注意報
大雨注意報

洪水注意報
大雨注意報

高齢者等
避難開始

防災気象情報など
の最新情報に注意
するなど災害への
心構えを高める

警報級の可能性
（早期注意情報）

警報級の可能性
（早期注意情報）

地　　区 発令種類 基　　　準

肱川
避難指示 ダ

ム
放
流
量

600㎥/ｓから1,150㎥/ｓに放流量を
増加させる連絡を受けたとき

高齢者等避難 1,150㎥/ｓの放流が予想されたとき

大川・菅田
避難指示 大

川
水
位

観
測
所

５.６５ｍ
高齢者等避難 ４.９ｍ

柚木・久米
避難指示 大

洲
第
２

水
位
観
測
所

５.５ｍ
高齢者等避難 ４.５ｍ

五郎・只越・東大洲
平・松ヶ花・春賀
八多喜・伊州子

白滝・豊中

避難指示 大
洲
第
２

水
位
観
測
所

５.８ｍ

高齢者等避難 ４.８ｍ

長浜・沖浦
避難指示 大

洲
第
２

水
位
観
測
所

５.０ｍ※１、または４.５ｍ※２
高齢者等避難 ４.５ｍ※１、または４.０ｍ※２

新谷
避難指示 新

谷
水
位

観
測
所

３.１５ｍ
高齢者等避難 ２.６５ｍ

自主防災組織の研修会（田口地区）

自主防災組織の避難訓練（八多喜地区）
※１　満潮位が3. 2ｍを超える予想があり、満潮位の 2時間前の水位　
※２　満潮位が3. 5ｍを超える予想があり、満潮位の 2時間前の水位

大洲市避難判断基準
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川
の
増
水
や
土
砂
災
害
に
備
え
て
情

報
収
集
方
法
や
避
難
所
な
ど
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

【
市
災
害
情
報
メ
ー
ル
】

　

市
か
ら
避
難
指
示
や
避
難
所
開
設
情

報
な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

▽
登
録
方
法

　

ozubosai@
yb74.asp.cuenote.jp

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
、
返
信
メ
ー
ル
記

載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
フ

ォ
ー
ム
に
氏
名
を
入
力
、「
登
録
」
ボ

タ
ン
を
押
す
と
確
認
画
面
が
表
示
さ
れ

る
の
で
、
再
度
「
登
録
」
ボ
タ
ン
を
押

す
と
完
了
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

【
防
災
無
線
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

防
災
行
政
無
線
放
送
と
同
じ
内
容
を

電
話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☎
０
１
２
０
（
０
０
）
８
８
６
３

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ツ
ツ
ジ
の
開
花

時
期
に
冨
士
山
公
園
内
へ
の
車
両
進

入
と
駐
車
を
禁
止
し
ま
し
た
。
外
出

を
控
え
る
な
か
で
も
映
像
で
楽
し
め

る
よ
う
に
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
動
画

を
市
公
式Y

ouT
ube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
ま
し
た
。

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
視
聴
で
き

ま
す
。

　

４
月
17
日
㈯
、
沖
浦
観
音
の
名
で
親

し
ま
れ
、
瑞ず
い

龍り
ょ
う

寺じ

（
長
浜
町
沖
浦
）
に

あ
る
重
要
文
化
財
「
十
一
面
観
音
菩
薩

立
像
」
の
ご
開
帳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
な
ら
ば
、
春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

露
店
出
店
や
餅
ま
き
、
福
ま
き
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
２
〜
３
千
人
の

参
拝
客
で
賑に
ぎ

わ
い
ま
す
が
、
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、昨
年
に
続
き
春
祭
り
は
自
粛
、

規
模
を
縮
小
し
て
法
要
の
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
木
彫
の
観
音
像
は
、
今
か
ら
九

百
〜
一
千
年
前
の
平
安
時
代
中
・
後
期

に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
檜ひ
の
きの
一
本

造
り
の
像
高
は
、
１
６
３
㌢
、
金
の
漆

箔
で
光
輝
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
15
年
に
長
浜
を
訪
れ
、
こ
の
観

音
像
に
魅
了
さ
れ
た
作
家
の
井
上
靖や
す
し

さ

ん
は
、
著
書
「
美
し
き
も
の
と
の
出
会

い
」
の
中
で
「
十
一
個
の
佛
面
を
戴
い

た
威
に
満
ち
た
面
輪
、
切
れ
な
が
の
半

眼
を
閉
じ
た
眼
差
し
、
い
つ
ま
で
も
仰

い
で
い
た
い
よ
う
な
立
派
な
十
一
面
観

音
で
あ
っ
た
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

出
水
期
に
備
え
ま
し
ょ
う

冨
士
山
の
ツ
ツ
ジ
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
ま
し
た

重
要
文
化
財　

沖
浦
観
音
ご
開
帳

重要文化財
十一面観音菩薩立像

「来年こそ盛大に春祭りを
開催したい」と語る副住職
の木之本義

よし
道
みち
さん

瑞龍寺の庭の砂紋は海を表し
ています。

瑞龍寺から穏やかな長浜の海が
見えました。

【
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
ア
プ
リ
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
入
れ

て
郵
便
番
号
を
登
録
す
る
だ
け
で
、
緊

急
時
の
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
※
平
常
時
の
放
送
は
除
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
防
災
係　

☎
㉔
１
７
４
２

　

イ
ベ
ン
ト
は
自
粛
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
年
に
一
度
の
ご
開
帳
と
あ
っ

て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
お
参
り
に
来

て
い
ま
し
た
。

「コスモキャスト」と検索するか、上記
QRコードを読み取りインストールして
ください。アプリを開くとアクセス許
可を求める画面が出るので許可します。
市内の郵便番号を入力し「検索」を押
すと自動で住所が出るので「登録」を
押してください。

iOS
（iPhone,iPad） Android
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